
市内最古、国内最古級の石器群を発見！ 

 

志木市教育委員会が実施した発掘調査で、後期旧石器時代初頭（約３万６千年前）のものと

考えられる石器群が出土しました。 

石器群は市内最古、国内最古級のものである可能性が高く、市史のはじまりを塗り替えるだ

けでなく、日本列島に人が住みはじめた頃の様子を知るための貴重な手がかりとなる発見にな

りました。 

 

１ 出土遺跡名・調査期間 

名称：中道遺跡第１０１地点（柏町５丁目） 

期間：令和６年５月２０日～１１月２９日 

 

２ 出土遺物の概要 

  時 代：後期旧石器時代初頭（約３万６千年前と推定） 

  遺 物：打製石斧・剥片※１・砕片※２などを含む石器、計２８点 

石斧は旧石器時代に特有の石器で、この時期の石斧の出土は市内ではじめてです。 

※１原石から薄く打ち剥がしてできた石片 

※２剥片を打ち剥がした際に出た細かな石くず 

  出土層：立川ローム層第Ⅹ
じゅう

層（地表下約２m） 
立川ローム層は富士山などを供給源とする火山灰層で、地表より深くなるほど古

くなり、第Ⅹ層の年代は約３万５～６千年前とされています。 

  その他：石器群のほかに火を使用した痕跡と思われる炭化物の集中域が検出されました。 

 

３ その他 

当該資料を含めた調査成果をまとめた発掘調査報告書を令和７年度中に刊行予定です。

なお、今後の整理作業や分析によって、評価が変更となる可能性があります。 
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▲打製石斧出土状態 ▲石器出土状態 

▲打製石斧（長さ 13.5cm）と剥片 


